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平成 25 年７月
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　６月、町内の沿道でツワブキとアジサイのコラボ

レーションが長島を彩りました。二つの花言葉を合

わせると「困難に傷つけられない、元気な女性」。

長島の女性にピッタリな表現です。

長島
な     が     し     ま

広報

７

ツワブキとアジサイのコラボ



総務課

デジタル化に伴う電波伝搬調査および実施設計 21,000

澱粉工場跡地進入道路設置工および水道管敷設延長工事 6,414

防犯灯設置 2,835

消防団車両更新 25,110

浦底分団三船班消防格納庫新設工事 19,923

赤崎集落内崩落箇所防除工事 7,973

非常用発電機購入 7,791

企画財政課

獅子島魅力満喫ツアー委託料 3,927

獅子島フェア・獅子島ウォークの運営委託料 4,500

航路診断経営診断委託料 4,715

離島活性化交付金事業（再生可能エネルギー

調査研究委託・戦略産品輸送費補助等）

8,164

町民福祉課

地域支え合い体制づくり事業 1,952

保健衛生課
起業支援型地域雇用創造事業 7,346

海岸漂着物地域対策推進事業 32,370

水産商工課

ヒラメの放流 4,900

水産物加工品開発支援 2,140

消費者行政活性化事業 2,579

景観推進課課

魅力ある観光地づくり

（小浜崎古墳群展望公園および針尾公園整備）

42,566

耕地課

片側琵琶ノ首地区水路整備 9,302

蔵之元・指江・広野・山中地区農道整備 78,000

山門野久留米迫地区水路整備 10,004

　　主　な　事　業
（単位：千円）

社会資本整備総合交付金事業などに
　　　　　８億 4410 万２千円を追加

　

６
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
、
平
成
25
年

第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推

進
事
業
や
蔵
之
元
・
指
江
・
広
野
・
山

中
地
区
の
農
道
整
備
、
長
島
ぐ
る
っ
と

一
周
景
観
整
備
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
８
億
４
４
１
０
万
２
千
円
追
加
、
総
額

95
億
１
４
４
８
万
円
）
や
、
長
島
町
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
の
制
定
な

ど
11
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な

事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

第２回長島町議会定例会

農林課

春木ヶ岡線道路開設 20,525

林道獅子島七郎山線整備 9,525

水道課

県道・町道改良に伴う水道管布設替工事

（平尾・田尻地区）

15,800

蔵之元１号取水ポンプ取替工事 2,200

伊唐地区水源地開発調査 1,000

鷹巣地区管路移設工事（本町通り） 25,500

三船漁集濃縮機洗浄用給水設備工事および

流量調整ポンプ取替

1,912

建設課

長島ぐるっと一周景観整備事業 50,000

長島ぐるっと一周緑化対策事業 11,000

山門野汐見線の道路整備 20,000

萩之牟礼茅屋線道路整備 2,500

鷹巣杉ノ段線道路整備 6,000

薄井港線・指江中央線道路整備 58,800

第二浦底橋補修 10,000

長島港（城川内地区）防波堤改良 13,100

獅子島港湯ノ口地区護岸工事 15,300

Ｉターン者等向け住宅改修 7,644

社会教育課

開発総合センター玄関前タイル補修工事 3,000

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告
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ラ
イ
ン
で
結
ぶ
長
島
の
景
観
と
観
光

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告

←
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
庭
園

←
芝
生
で
覆
わ
れ
た
道
路
沿
い
の
緑
地

→
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
場
の
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

島内に咲き誇るツワブキの花
（黒之瀬戸付近：H24.11 月撮影）

整 備 が 進 む 道 路
のり面の石張り

道 路 両 脇 に 植 え ら
れた花のライン

　

長
島
町
で
は
、
２
月
27
日
か
ら

３
月
３
日
の
日
程
で
、
世
界
で
も

有
名
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
の
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
島
町
に
お
け
る
花

の
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

長
島
町
民
を
海
外
に
派
遣
し
、
外

国
に
お
け
る
行
政
制
度
お
よ
び
運

営
の
実
態
や
専
門
技
術
な
ど
を
調

査
研
究
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
視

野
を
広
め
資
質
や
技
術
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
研
修
に
は
、
川
添
健
町
長
ほ

か
町
議
会
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、

景
観
団
体
な
ど
の
代
表
者
、
町
の

職
員
ら
一
行
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

視
察
時
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
、
夏
か
ら
秋
へ
の
季
節
の
変
わ

り
目
で
、
街
中
に
は
至
る
と
こ
ろ

で
色
鮮
や
か
な
濃
い
花
ば
な
が
、

会
場
と
な
っ
て
い
る
ハ
グ
レ
ー
公

園
の
ボ
タ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
木
々
の
緑
の
中
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
品
種
の
花
が
咲
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
管
理
の
も
と
美
し

い
景
観
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
期
間
中
は
、
各
家
庭

の
庭
の
美
化
を
競
う
ガ
ー
デ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
花
と
芝
生

に
よ
る
面
的
な
空
間
は
本
町
の
景

観
づ
く
り
の
参
考
と
な
り
ま
し

た
。　

　

町
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
島

内
全
域
を
花
で
彩
る
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
が
長
島
島
内

を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
道
路

の
の
り
面
に
、
町
に
ふ
ん
だ
ん
に

あ
る
素
材
、
石
を
使
っ
て
花
壇
を

作
り
、
地
域
の
活
性
化
策
と
癒
し

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
３
月
末
現
在
、
総
延
長
約
14
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
石
積
花
壇
が

整
備
さ
れ
、
季
節
折
々
の
花
ば
な

が
咲
き
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
研
修
か
ら
学
ん
だ
こ

と
と
本
町
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事

業
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
行
政
主
導
の
景
観
づ
く
り
だ

け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
住
民
一
人
一
人
が
主
役
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
も
除
草
と
景
観
に
役
立

つ
ツ
ワ
ブ
キ
の
植
栽
と
、
国
道
、

県
道
の
の
り
面
へ
の
石
張
り
な
ど

で
、
長
島
一
周
を
観
光
ラ
イ
ン
と

し
て
整
備
し
、
長
島
な
り
の
独
自

性
で
観
光
客
な
ど
の
流
入
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

☆

ニュージーランド
クライストチャーチ市

長島町が進めるフラワーロード事業など



小
浜
地
区
宅
地
分
譲
地

　　★グランドチャンピオン賞★　
　　　　　［２部一席］赤嵜　清

◎種牛１部 
（競り市 終了後～ 12 カ月）

▼最優秀賞

　［一席］繁殖センター　［二席］宮路俊彦

　［三席］瀬ノ口里美

▼優秀賞

　宮路幸雄、鬼木直光、増永辰馬　　

◎種牛２部

　 （13 カ月～ 19 カ月未満）

▼最優秀賞

　［一席］赤嵜　清　［二席］山口正成

　［三席］宮路幸雄　［四席］赤嵜　清

　［六席］町田光彦

▼優秀賞

　市尾　徳（２頭）、町田光彦、山口正成、

　宮路幸雄

期待が膨らむ長島牛

長島町春季畜産共進会 出水地区春季畜産共進会

「ゆめか号」がグランドチャンピオン［春季畜産共進会］

　　★グランドチャンピオン賞★　
　　　　　［２部一席］赤嵜　清

◎種牛１部 
（ 競り市終了後～ 12 カ月）

▼最優秀賞

　［一席］宮路俊彦　［二席］繁殖センター

　［三席］増永辰馬　［四席］鬼木直光

　［五席］宮路幸雄　［六席］瀬ノ口里美

▼優秀賞

　宮路健作（２頭）、山本正男 、鳥越貞人、

　福山健一、町口　光

◎種牛２部 

（13 カ月～ 19 カ月未満）

▼最優秀賞

　［一席］赤嵜　清　［二席］山口正成

　［三席］赤嵜　清　［四席］宮路幸雄

　［五席］町田光彦　［六席］山口正成

　［七席］宮路幸雄　［八席］町口光彦

　［九席］市尾　德　［十席］市尾　德

▼優秀賞

　古川修一、森山秋実、町口　光、牧　　満、

　横山知房、内田秋宏、増永辰馬

　平成 25 年度長島町春季畜産共進会が５月
20 日、毎床家畜検査場で開催されました。
　出品牛は、町内から 29 頭が出場し、種牛
１部・２部に、月齢ごとに個体審査と比較審
査が行われ、グランドチャンピオン賞に東支
部の赤嵜清さん所有牛 ｢ ゆめか号」が選ばれ
ました。
　一方、 ５月 29 日には平成 25 年度出水地
区春季畜産共進会が、出水中央家畜市場で開

催されました。出水地区内の育成牛 30 頭が
２部門に出場しました。長島町からは１部に
６頭、２部に 10 頭が出場し、優秀な成績を
収めました。グランドチャンピオン賞には赤
嵜清さん所有牛 ｢ ゆめか号」が選ばれました。
　昨年に続き優秀な繁殖牛が導入されてお
り、今後も長島牛が期待されます。
　各共進会の入賞者は次のとおりです。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
選
ば
れ
た

「
ゆ
め
か
号
」
と
赤
嵜
清
さ
ん
↓

瑞
宝
双
光
章　

上
哲
郎
さ
ん

額
に
納
め
ら
れ
た
章
を
前
に
受
章
の
喜
び
を
語

る
上
さ
ん
←
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叙勲・町内２人が受章

宅
地
購
入
者
募
集

小
浜
地
区
宅
地
分
譲
地

　

町
で
は
、
小
浜
地
区
に
造
成
し
た

宅
地
の
分
譲
を
随
時
募
集
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
分
譲
地
は
、
昨
年
度
6
区
画

が
整
備
さ
れ
、
す
で
に
3
区
画
の
分

譲
が
終
わ
り
、
残
る
3
区
画
（
合
計

１
７
０
４
・
72
平
方
㍍
）
の
購
入
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
資
格
は
、
居
住
用
の
住
宅
建

築
用
地
を
必
要
と
し
て
い
て
、
分
譲

後
5
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
入
居

で
き
る
個
人
で
、
町
税
や
公
共
料
金

な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
で
す
。
土
地

の
引
き
渡
し
は
、
売
買
代
金
の
完
納

後
に
な
り
ま
す
。

所在地 地目 登記面積 坪数 売却価格

蔵之元字小濵 1031 番地１ 宅地 634.14 ㎡ 191.82 坪 3,339,448 円

蔵之元字小濵 1031 番地８ 宅地 559.42 ㎡ 169.22 坪 3,611,520 円

蔵之元字小濵 1031 番地９ 宅地 511.16 ㎡ 154.62 坪 3,583,880 円

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
合
管
理
課　

　

☎
（
88
）
５
６
５
１
［
直
通
］

　

役
場
総
務
課　
　

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

↑国道沿いに整備された分譲地の一部

　

西
集
落
の
上
哲
郎
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
、
５

月
７
日
、
鹿
児
島
県
警
察
本

部
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
４

月
に
新
任
地
の
加
治
木
警
察

署
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後
35

年
に
渡
り
17
の
警
察
署
や
警

察
学
校
な
ど
に
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
・
事
故
を
解
決
し
、

数
多
く
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
警
視
正
（
警
察
署
長
）

瑞
宝
双
光
章　

上
哲
郎
さ
ん

→
受
勲
を
喜
ぶ
妻
の
ト
キ
エ
さ
ん
（
右
か
ら
２
人

目
）
と
遺
影
を
抱
え
る
息
子
の
精
剛
さ
ん
（
右
端
）

　

７
月
２
日
、
長
島
町
役
場

で
、
三
船
集
落
の
故
村
上
昭

典
さ
ん
の
遺
族
に
、
航
空
自

衛
隊
第
九
警
戒
隊
長
か
ら
瑞

宝
単
光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
33
年
に
渡

り
航
空
自
衛
隊
に
所
属
。
自

衛
官
生
活
の
多
く
を
下
甑
島

分
屯
基
地
（
薩
摩
川
内
市
下

甑
町
）
で
過
ご
し
、
レ
ー

ダ
ー
基
地
と
し
て
有
名
な
こ

の
基
地
で
、
台
風
な
ど
多
く

発
生
す
る
厳
し
い
気
候
状
況

瑞
宝
単
光
章　
（
故
）
村
上
昭
典
さ
ん

額
に
納
め
ら
れ
た
章
を
前
に
受
章
の
喜
び
を
語

る
上
さ
ん
←

　

募
集
す
る
分
譲
地
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

と
し
て
大
根
占
警
察
署
（
現

錦
江
警
察
署
）
で
警
察
人
生

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

上
さ
ん
は
「
若
い
頃
は
家

庭
を
顧
み
ず
仕
事
一
本
で

や
っ
て
き
た
。
上
司
や
先

輩
、
同
僚
の
助
け
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
家
族
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
の
受
章
で
、
家

族
に
感
謝
し
た
い
」
と
妻
の

チ
ヨ
子
さ
ん
に
笑
顔
で
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

で
も
、
基
地
の
電
力
供
給
安

定
の
た
め
日
夜
、
電
源
機
材

の
整
備
な
ど
重
要
な
任
務
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
讃
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

妻
の
ト
キ
エ
さ
ん
は
「
立

派
な
章
を
い
た
だ
き
、
夫
も

喜
ん
で
い
る
と
思
う
」
と
話

し
、
父
同
様
自
衛
官
に
な
ら

れ
た
息
子
の
精
剛
さ
ん
は

「
頑
固
な
父
だ
っ
た
が
、
仕

事
は
真
面
目
で
、
部
下
か
ら

の
信
用
も
厚
か
っ
た
」
と
誇

ら
し
げ
に
話
し
ま
し
た
。

5 広 報 な が し ま
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高
額
寄
附
者
に

「
鰤
王
」
を
贈
答

ふ
る
さ
と
納
税

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
１
口
５
千
円
）
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
人
へ
、
確
定
申
告
時
期
に
町
特
産
の
農
水
産
物

（
例
年
デ
コ
ポ
ン
１
箱
）
を
お
贈
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
人
全
員
に
例
年
通

り
デ
コ
ポ
ン
（
１
箱
）
を
、
３
万
円
（
６
口
）
以
上
寄
附
を
し

て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、デ
コ
ポ
ン
と
併
せ
て
、「
鰤
王
」（
フ
ィ

レ
１
枚
）
を
お
贈
り
す
る
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
鰤
王
」
は
、
正
月
用
と
し
て
年
末
に
、
デ
コ
ポ
ン
は
２
月

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、「
夢
追
い
ふ
る
さ
と

長
島
景
観
基
金
」「
獅
子
島
架
橋
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
た
ほ
か
、
町
内
の
沿
道
の
花
壇
整
備
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

◇
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
◇

　

ふ
る
さ
と
（
自
分
が
貢
献
し
た
い
と
思
う
都
道
府
県
や
市
区

町
村
）
に
寄
附
を
行
う
と
、
居
住
地
の
住
民
税
と
所
得
税
が
一

定
額
ま
で
控
除
さ
れ
る
制
度
。

ご存知ですか？「食
し ょ く か い

改」さん
　
「
食し

ょ
く
か
い改
」
と
は
食
生
活
改
善
推

進
員
の
略
語
で
「
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、地
域
の
人
と
一
緒
に
「
食
」

に
つ
い
て
勉
強
し
、
家
庭
や
地
域

へ
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
改
は
全
国
に
組
織
を
持
ち
、

長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会(

上
清
子
会
長)

は
出
水
支
部

に
所
属
し
、
一
定
の
研
修
を
修
了

し
た
32
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
に
各
集
落
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

調
理
実
習
や
試
食
な
ど
を
通
し
て

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
減
塩
な
ど
の
体

に
優
し
い
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
や
食

育
の
推
進
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
に
応
じ
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
料
理
教
室
を
開
き
た
い
」「
食

生
活
に
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
人

は
、
地
域
の
食
改
さ
ん
へ
気
軽
に

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務
局

　
（
役
場
保
健
衛
生
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

↑目印はピンクのポロシャツにエプロンと三角布

地区 人数
山門野 ３

川床 ３
鷹巣 12
浦底 ２
諸浦 ３

獅子島 ３
蔵之元 ４

平尾 １
下山門野 １

合計 32

平成 25 年度長島町
食生活改善推進員
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町
で
は
、
長
島
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を

対
象
に
特
定
健
診
を
、
75
歳
以
上
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
を
対
象
に
後
期
高
齢

者
健
診
（
長
寿
健
診
）
を
下
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

　

が
ん
や
生
活
習
慣
病
は
発
症
し
て

重
傷
に
な
る
ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
無
く
、
健
診
で
気
付
く
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
痛
み
が
無
い
た
め

気
づ
い
た
時
に
は
症
状
が
悪
化
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
40
歳
に

な
っ
た
ら
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
で
長
島
町
国
民
健

康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
各
医
療
保
険
者
（
協

会
け
ん
ぽ
・
組
合
国
保
な
ど
の
健
康

保
険
組
合
）
が
実
施
す
る
特
定
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
各
医
療
保
険
者
ま
た

は
事
業
所
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
国
保
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

 　

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人

は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
は
元
気
だ
か
ら
病
気
な
ん

て
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

　

生
活
習
慣
病
は
、
重
症
に
な
る

ま
で
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
健
診
で
気
付
く
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
症
状
が
悪
化
す
る
前

に
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
体
を

知
り
ま
し
ょ
う
。

○
軽
い
高
血
圧
、
高
血
糖
な
ど
を

指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

　

数
値
が
正
常
範
囲
で
も
少
し
ず

つ
悪
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
異
常
値
が
重
な
り
始
め
た
ら

注
意
が
必
要
で
す
。

○
毎
日
忙
し
く
て
、
健
康
診
断
に

か
け
る
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
人

　

健
診
会
場
で
は
で
き
る
だ
け
待

ち
時
間
が
少
な
く
な
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
ら

仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

実施日 曜日 会　場 対象地区
７月 25 日 木 田尻小学校体育館 田尻・火ノ浦・潟・汐見・広野・馬込

７月 26 日 金 平尾小学校体育館
母良木・中南・藤之元・萩之牟礼・犬鹿倉・浜漉・

茅屋・北方崎
８月 21 日 水 浦底公民館 浦底・福ノ浦
８月 22 日 木 蔵之元公民館 蔵之元・小浜
９月９日 月 伊唐アイランドセンター 伊唐

９月 10 日 火 諸浦地区コミュニティセンター 白瀬・本浦・葛輪
９月 11 日 水 幣串漁村センター 幣串・湯ノ口
９月 12 日 木 高齢者コミュニティセンター 御所ノ浦
９月 13 日 金 獅子島アイランドセンター 片側
９月 17 日 火 川床コミュニティセンター 加世堂・川床下・中・上・小坂
９月 18 日 水 川床コミュニティセンター 杉ノ段・梅ノ木山・牧・市来崎・脇崎・塩追
９月 19 日 木 長島町文化ホール 指江・川内
９月 20 日 金 長島町文化ホール 城川内・唐隈
10 月１日 火 山門野コミュニティセンター 山門野下・中・上
10 月２日 水 保健福祉センター ( 鷹巣 ) 赤崎・山寺・上揚・野中・菅牟田
10 月３日 木 保健福祉センター ( 鷹巣 ) 山中・本町・西・矢堂
10 月４日 金 保健福祉センター ( 鷹巣 ) 宮ノ浦・三船・桂代・薄井

10 月 11 日 金 保健福祉センター ( 鷹巣 ) 予備日
※受付時間は全日程、午前８時から９時です。

（受診には受診券が必要です。対象者には受診券を事前に配布します）

※天候などの都合により、日程は変更になることがあります。対象地区が決まっていますが、

受診者の都合のよい日、会場で受診できます。

特定健診および胃がん検診日程表
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i n f o r m a t i o n

認
知
症
へ
の
対
応

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
保
健
衛
生
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

緊急医療情報キットで災害に備えを

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
［
№
６
］

認
知
症
予
防
シ
リ
ー
ズ
④

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
脳
の
病
気
で
す
。

社
会
全
体
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
人
と
対
応
す
る
際

は
、
認
知
症
に
伴
う
認
知
機
能

低
下
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理

解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

社
会
全
体
が
認
知
症
に
対
し

て
偏
見
を
も
た
ず
、
誰
に
で
も

発
症
し
う
る
身
近
な
問
題
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
、
認
知
症
と
い
う
困

難
を
抱
え
困
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
認
知
症
を
抱
え
る
人

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
が
重
要
で
す
。

　
◇
認
知
症
の
人
へ
の

　
　
　
　
　
対
応
の
心
得
◇

　
３
つ
の
「
な
い
」

　
　
①
驚
か
せ
な
い

　
　
②
急
が
せ
な
い

　
　
③
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

①
ま
ず
は
見
守
る

　

認
知
症
と
思
わ
れ
る
人
に
気
付

い
た
ら
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
、

さ
り
げ
な
く
様
子
を
見
守
り
ま

す
。
不
用
意
に
近
づ
い
た
り
、
ジ

ロ
ジ
ロ
見
た
り
す
る
の
は
禁
物
で

す
。

②
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る

　

こ
ち
ら
が
困
惑
や
焦
り
を
感
じ

て
い
る
と
、
相
手
に
も
伝
わ
っ
て

動
揺
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
余
裕

を
も
っ
て
自
然
な
笑
顔
で
応
じ
ま

し
ょ
う
。

③
声
を
か
け
る
と
き
は
１
人
で

　

複
数
で
取
り
囲
む
と
相
手
に
恐

怖
心
を
与
え
る
原
因
と
な
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
声
を
か

け
ま
す
。

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

　

一
定
の
距
離
で
相
手
の
視
野
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
声
を
か
け
ま

す
。
唐
突
な
声
か
け
は
禁
物
で

７
つ
の
対
応
ポ
イ
ン
ト

す
。「
何
か
お
困
り
で
す
か
？
」「
お

手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」「
ど

う
な
さ
い
ま
し
た
？
」
な
ど
と
声

を
か
け
ま
す
。

⑤
相
手
と
目
の
高
さ
を
合
わ
せ
て

　

相
手
が
小
柄
な
場
合
は
、
体
勢

を
低
く
し
て
目
の
高
さ
を
同
じ
に

し
て
対
応
し
ま
す
。

⑥
お
だ
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た

や
さ
し
い
口
調
で

　

高
齢
者
は
耳
が
聞
こ
え
に
く
い

人
が
多
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と

は
っ
き
り
し
た
口
調
を
心
が
け
ま

す
。
早
口
、
大
声
、
甲
高
い
声
で

ま
く
し
た
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

方
言
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

⑦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
向
け
て

ゆ
っ
く
り
対
応
す
る

　

認
知
症
の
人
は
急
か
さ
れ
た

り
、
同
時
に
複
数
の
問
い
に
答
え

る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
相
手
の
反

応
を
伺
い
な
が
ら
会
話
し
、
た
ど

た
ど
し
い
言
葉
で
も
、
相
手
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
、
何
を
し
た
い
の

か
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
会

話
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
た
「
緊

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
（
な
が
し
ま
あ

ん
し
ん
キ
ッ
ト
）」
を
交
付
し
ま
す
。

　
「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
は
情

報
シ
ー
ト
、
保
険
証
な
ど
の
写
し
を

専
用
容
器
に
入
れ
冷
蔵
庫
な
ど
に
保

管
し
、
救
急
活
動
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
交
付
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

①
長
島
町
災
害
時
要
援
護
者
台
帳

　
　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

　

②
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人

　

③
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

　

④
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
保
健
衛
生
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

↑
保
険
証
の
写
し
な
ど
が
保
管
で
き
る
専
用
容
器
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

よ
り
よ
い
水
環
境
を
守
る
た
め
に
…

　

浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使

用
、
保
守
点
検
、
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
き
れ
い
な
水
が
放
流

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
浄
化
槽
管
理
者
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
時
は
、
知
事
が
指
定
し
た

検
査
機
関
の
公
益
財
団
法
人
鹿
児

島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
が
事
前

に
お
知
ら
せ
の
封
書
を
送
り
ま

す
。
そ
の
後
、
改
め
て
ハ
ガ
キ
で

通
知
す
る
検
査
日
に
検
査
員
が
訪

問
し
、
現
場
で
の
検
査
と
浄
化
槽

の
放
流
水
を
持
ち
帰
っ
て
水
質
検

査
を
行
い
ま
す
（
契
約
し
て
い
る

保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
）。

　

検
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
法
定
検
査
を
受
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

内　容 人間でいえば… 自動車でいえば…

保守点検

機器の点検・調整・害

虫の駆除や消毒薬の補

充などを行います。

（毎月１回の点検）

日常の健康管理 日常点検や修理

法定検査

設置工事や保守点検を

含めた維持管理が適正

になされているかを確

認し、水質検査や外観

検査、書類検査を行い

ます。

（年１回の検査）

定期健康診断 車　検

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査（５～ 10 人槽） 4,000 円 6,000 円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
９
０
０
０

　

役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
（
88
）
５
６
６
４
［
直
通
］

↑法定検査を行う環境検査センターの検査員

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり
保守点検、清掃、法定検査の３つの義務が
あります
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i n f o r m a t i o n

申請窓口業務、県から町へ
　平成 25 年４月１日から、未熟児養育医療と自立

支援医療（育成医療）の申請窓口が変わりました。

これまで県で行っていた認定事務、支給事務を町が

行っています。詳しくは問い合わせください。

◇自立支援医療（育成医療）◇
　18 歳未満の現に障がいがある、または治療を行

わないと将来一定の障がいを残すと認められる児童

で、手術などの治療により症状が軽くなり、日常生

活が容易にできるようになると認められる場合に、

その治療に必要な医療費の一部を支給する制度。

○対象となる障がいの範囲
　視覚障害、聴覚・平衡機能障害、音声・言語・そ

しゃく機能障害、肢体不自由、心臓・腎臓・呼吸器

などの内臓機能障害など

○対象となる医療
　身体障害を除去軽減する効果ができ、生活能力を

得るために行われる手術など

　　　◎問い合わせ先　役場町民福祉課社会福祉係

　　　　　　　　　　　☎（86）1157［直通］

◇未熟児養育医療◇
　体の発育が未熟なまま出生した乳児（出生時の体

重が 2,000 ㌘以下、または運動機能などが弱く、医

師が入院治療の必要があると認めた低出生体重児

で、原則１歳未満）が指定医療機関に入院して治療

を行う場合に、その治療に必要な医療費の一部を支

給する制度。

　　　　◎問い合わせ先　役場保健衛生課保健係

　　　　　　　　　　　　☎（86）1146［直通］

障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

未熟児養育医療・育成医療

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
障
が

い
児
・
者
の
範
囲
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
見
直
さ
れ
、
難

病
患
者
も
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
法
律
の
名
称

が
「
障
害
者
総
合
支
援
法
（
旧
障

害
者
自
立
支
援
法
）」
に
変
更
と

な
っ
た
こ
と
と
、
利
用
対
象
が
拡

大
さ
れ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

の
難
病
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

１
３
０
の
疾
患
が
新
た
な
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
症
状

が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
り
身
体
障

害
者
手
帳
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

人
で
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
難

病
の
人
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 障

害
者
総
合
支
援
法
施
行○

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）、
短
期

入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
就
労
移
行

支
援
、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　
　
　

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
９
（
２
１
８
）
３
１
３
２
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　狩猟を行うためには狩猟免許を取得する必要

があります。免許の種類は、使用する猟具によ

り網猟免許、わな猟免許、第一種銃猟免許およ

び第二種銃猟免許の四種類に分かれています。

　なお、鹿児島県猟友会出水支部では試験に伴

う免許取得講習会が開催されるほか、受講料の

一部助成があります。

　また、町では狩猟免許試験受験者に対して、

狩猟免許取得助成金として、5,000 円を交付し

ます。

　詳しくは、次まで問い合わせください。

狩猟免許試験のお知らせ
○狩猟免許試験

　・日時＝８月 25 日（日）午前９時～

　・申請書類等の提出期間

　　７月 16 日（火）～８月９日（金）

　・会場＝北薩地域振興局出水庁舎

○狩猟免許取得講習会

　・日時＝８月 23 日（金）午前９時～

　・会場＝北薩地域振興局出水庁舎

◎問い合わせ先
　役場農林課林務係

　☎（88）5670［直通］

畑
の
健
康
診
断
を
し
ま
し
ょ
う

　

本
町
の
バ
レ
イ
シ
ョ
畑
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
の
連
作
や
、

抑
制
作
型
と
春
ど
り
作
型
の
連
続
栽
培
な
ど
で
土
壌
が
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
林
技
術
員
連
絡
協
議
会
（
技
連
会
）
と
協
力

し
て
バ
レ
イ
シ
ョ
畑
の
土
壌
酸
度
な
ど
の
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

昨
年
度
の
土
壌
検
査
で
は
、
基
準
値
（
㏗
4.5
～
5.0
）
に
当

て
は
ま
る
農
地
は
30
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
は
土
壌
検
査
を
行
い
、
畑
の
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

※
結
果
は
８
月
下
旬
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
別
途
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
土
壌
検
査
計
画

　

・
土
壌
回
収
期
間

　
　

７
月
26
日
（
金
）
～
31
日
（
水
）

　

・
土
壌
回
収
場
所

　
　

茅
屋
・
平
尾
・
蔵
之
元
・
指
江
・
汐
見
・
山
門
野

　
　

田
尻
・
伊
唐
・
鷹
巣
の
各
野
菜
集
荷
所

　

・
提
出
点
数

　
　

原
則
と
し
て
１
戸
２
点
以
内

　

・
採
土
方
法

　
　

１
農
地
５
カ
所
程
度
を
採
取
し
袋
の
中
で
混
ぜ
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
村
振
興
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］
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プ
ー
ル
と
艇
庫
を

　
　
　
　
開
放
し
ま
す

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日
７月 25 日～８月 30 日
　（月曜日は休み）
※７月 24 日は清掃のため使
用できません。

７月 21 日～８月 28 日
　（月曜日は休み）

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間
正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上がっ
てもらいます。

入場料
町内　大人 100 円　小中高生 50 円
　( 町外者は２倍 )
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場でき
ません。

開放日
夏休み期間中　７月 20 日～８月 30 日まで
　（月曜日は休み）
※事前の予約が必要です。利用される団体等は、１週間
前までに社会教育課へご連絡ください。

開放時間 午前 10 時～午後５時

休憩時間 正午から午後１時までは、休憩時間とします
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

使用料 町内の小中高生　カヌー１艇 1 時間当たり 100 円
大人　カヌー１艇１時間当たり 200 円

●町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

●Ｂ＆Ｇ艇庫 ( 蔵之元 )

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満の人

8 月 1 日～
    　9 月６日

1 次：9 月 16 日、17 日
（うち指定する１日）

2 次：10 月５日 ～ 11 日
（いずれか１日を指定）

1 次：9 月 30 日
最終：11 月８日

平成 26 年 3 月下旬
～ 4 月上旬

自衛官候補生
（男子・女子）

18 歳以上
27 歳未満の人

［男子］
随時募集

［女子］
8 月 1 日～　
　　9 月６日

［男子］（※ 1）
受付時にお知らせします

［女子］
9 月 22 日～ 26 日

（いずれか 1 日を指定）

［男子］
試験時にお知ら
せします

［女子］
11 月８日

［男子］
採用予定通知書でお
知らせします

［女子］
平成 26 年 3 月下旬

～４月上旬

航空学生
高 卒（ 見 込 含 ）
以 上 21 歳 未 満
の人

8 月 1 日～　
　　9 月６日

1 次：9 月 21 日
2 次：10 月 12 日 ～ 17 日
3 次：11 月９日 ～

　　　　　12 月 12 日
（２次、３次については

期間中の指定する日）

1 次：10 月４日
航空：11 月１日
海上：11 月６日
最終：
平成 26 年 1 月 22 日

平成 26 年 3 月下旬
～ 4 月上旬

陸上自衛官
（看護） （※２） 9 月２日～ 30 日   11 月 16 日  平成 26 年１月８日 平成 26 年 4 月上旬

連  絡  先
☆長島町役場総務課　☎（86）1111
☆自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所
　☎ 0996（22）2401

防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

自衛官等募集

（※ 1）平成 26 年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成
　　　 25 年９月 16 日以降に行います。

（※２）  看護士免許を有し、保健師、助産師免許を有する人（見込み含む）で、36 歳未満の人。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］
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優
雅
な
調
べ
を
普
段
着
で
ど
う
ぞ

　

第
34
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
一

環
と
し
て
、
長
島
町
教
育
委
員
会

で
は
、
長
島
町
自
主
文
化
事
業
公

演
「
お
と
ど
け
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
霧
島
が
誇
る
日
本

管
楽
器
会
の
ス
タ
ー
た
ち
に
よ
る

金
管
合
奏
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
多
彩
な
音
楽
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
出
演
者

　

東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ブ
ラ

ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

○
開
催
日

　

７
月
24
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
開
場

　

午
後
７
時
開
演

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
入
場
料
＝
５
０
０
円

　
（
当
日
７
０
０
円
）

○
前
売
券
取
扱
所

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６

花火はルールを守って楽しく
　もうすぐ夏休み。花火で遊ぶときは、次

のルールを守って楽しく遊びましょう。

◇花火に書いてある遊び方をよく読んで必

ず守りましょう。

◇花火を人や家に向けたり、燃えやすいも

ののある場所で遊んだりしないようにしま

しょう。

◇手持ちの筒型花火は、手の位置に注意し

ましょう。

◇風の強いときは、花火遊びはやめましょ

う。水を用意しましょう。

◇大人と一緒に遊びましょう。

◇たくさんの花火に、一度に火をつけない

ようにしましょう。１本ずつ遊びましょう。

◇正しい位置に正しい方法で点火しましょ

う。

◇花火の筒先に顔や手を絶対出さないこと。

点火する時や途中で火が消えたときは、特

に注意しましょう。

◇花火をポケットに入れてはいけません。

◇花火をほぐして遊ぶことは危険です。
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６
月

３
日
～
４
日 

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
（
東
京
都
） 

４
日　
　
　

 

長
島
町
防
災
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

５
日　
　
　

 

課
長
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

子
宝
お
祝
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　

 　

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      （
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

６
日　
　

     

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）  

                  　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
建
設
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

７
日　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日
～
19
日 

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会（
長
島
町
役
場
）  

13
日
～
14
日 

道
州
制
関
係
要
望
活
動
（
東
京
都
）

20
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）　　

  

21
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

24
日
～
25
日 

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
定
時
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

26
日　
　
　

 

県
市
町
村
振
興
協
会
定
時
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

【課長補佐級】
総務課長補佐兼財産管理係長

（総務課長補佐兼財産管理係長兼交通安全係長兼消防防災係長）

　乾　三紀夫

総務課長補佐兼職員係長

（総務課長補佐兼行政第一係長兼職員係長）

平薮　太喜

町民福祉課長補佐兼福祉事務所次長

（町民福祉課主幹兼福祉事務所次長）　○牧　　一弘

保健衛生課長補佐兼管理係長兼環境衛生係長

（保健衛生課主幹兼環境衛生第一係長）　

○冷水　伸一

水産商工課長補佐兼管理係長

（水産商工課主幹兼管理係長）　 　 　 　 　 　 　○木ノ上フエ子

農林課長補佐兼農政第一係長

（農林課長補佐兼農政係長）　　　　　　本田　　満

農林課技術補佐兼畜産係長

（農林課主幹兼畜産係長）　　　　　○瀬ノ口順一

農林課長補佐兼林務第一係長

（農林課主幹兼林務第二係長）　　　○山下　俊弘

耕地課長補佐兼管理第一係長兼計画調整係長

（長生園園長）　　　　　　　　　　　畠中　陽一

総務課主幹

（水道課主幹兼管理第二係長）　　　　湯田　雄介

税務課主幹兼国民健康保険税係長

（保健衛生課主幹兼管理係長兼環境衛生第二係長）

有馬　秀二

保健衛生課主幹兼介護保険第二係長

（保健衛生課介護保険第二係長）　　○児島　忠光

水産商工課主幹兼水産係長兼水産種苗センター係長

（水産商工課主幹兼水産係長兼商工観光係長兼水産種苗センター係長）

池上　栄司

農林課主幹兼林務第二係長

（農林課主幹兼林務第一係長）　　　　久保　美徳

農林課主幹兼農政第二係長

（税務課主幹兼国民健康保険税係長）　岩下　友成

耕地課主幹兼管理第二係長兼事業係長

（耕地課主幹兼管理係長兼事業係長）　滝下　勇人

水道課主幹兼管理係長

（水道課主幹兼管理第一係長）　　　　長元　勝弘

会計課主幹兼会計係長（会計課会計係長）

○小崎　徹也

社会教育課主幹兼社会教育第二係長

（景 観 推 進 課 主 幹 兼 景 観 第 二 係 長）　 小 園 美 和 子

【係長級】
総務課行政係長（総務課行政第二係長）　

町口　真浩

総務課交通安全係長（総務課主任）　  ○小川　伸也

総務課消防防災係長（総務課主任）　  ○岩塚　大作

水産商工課商工観光係長（水産商工課主任）　

○小城　忠弘

景観推進課景観第二係長

（社会教育課社会教育第二係長）　　　小﨑　裕二

保健衛生課主任（耕地課主任）　　　  増田　広成

2013 .7
人事異動

　７月１日付けで、町職員の人事異動がありました
のでお知らせします。（　）は旧職、○は昇任
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棕し
ゅ
ろ櫚

の
花
沖
は
夕
日
を
孕は

ら

む
と
き
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

枇び

わ杷
た
わ
わ
ピ
カ
ソ
の
描
く
裸
婦
五
人
　
　
竹
内
　
　
功

緑
陰
や
歳
時
記
抱
き
て
う
た
た
寝
す
　
　
　
関
　
佳
代
美

句
読
点
な
き
囀

さ
え
ず
りの

中
に
ゐい

る
　
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

や
わ
ら
か
に
生
き
強
く
生
き
夏
薊あ

ざ
み　

　
　
　
山
嵜
加
代
子

藤
棚
の
木
洩
れ
日
涼
し
砂
遊
び
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

柿
の
花
掃
い
て
掃
い
て
も
母
の
背
に
　
　
　
大
堂
　
早
苗

す
り
寄
り
し
猫
の
し
っ
ぽ
も
五
月
晴
　
　
　
二
階
堂
恵
子

段
だ
ん
に
島
石
積
ま
れ
畦あ

ぜ

青
む
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

新
緑
の
美
し
き
島
母
を
置
き
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

長
島
の
花
フ
ェ
ス
タ
と
ふ
会
場
に
大
麦
も
あ
り
戦
時
を
偲

ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

長
雨
の
や
う
や
く
止
み
て
い
つ
に
な
く
寒
戻
り
し
か
海
鳴

り
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

わ
が
畑
の
西
瓜
の
花
に
群
が
り
て
蜜
蜂
無
数
ひ
た
ぶ
る
に

生
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

栴せ
ん
だ
ん檀
の
木
陰
に
咲
き
し
梔く

ち
な
し子
の
香
り
も
味
も
過
ぎ
し
日
の

ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

五
月
雨
の
晴
れ
間
に
黄
の
蝶
現
れ
て
た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
く
庭

を
に
ぎ
は
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

葉
桜
の
広
く
影
な
す
グ
ラ
ン
ド
場
に
朝
は
ひ
と
時
寄
り
て

賑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

薔
薇
の
花
匂
ふ
水
俣
の
埋
地
に
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
声
援

響
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

商
ひ
し
頃
の
タ
オ
ル
に
頬
ず
り
す
商
号
入
り
を
箪た

ん
す笥
に
見

つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

［
短
歌
］

晴
れ
た
日
に
天
草
灘
を
舟
の
行
く
行
人
岳
に
登
り
て
な
が

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

風
わ
た
る
悲
し
き
ほ
ど
の
青
空
に
浅
間
の
岳
は
緑
萌
え
た

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
木
　
良
雄

古
里
の
空
で
彷
徨
う
母
の
精
吾わ

が

出
す
便
り
気
付
い
て
ほ
し

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
地
　
雪
舞

子
を
思
う
泣
く
事
ば
か
り
親
心
ろ
命
懸
け
る
や
思
い
越
し

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

冷
や
し
ソ
ー
メ
ン
腹
へ
る
早
さ
思
い
つ
つ
　
宗
方
　
清
明

魔
女
・
魔
法
使
い
大
図
鑑

文
・
絵　

平
林　

知
子

　謎に包まれている魔女と魔法
使いの道具をはじめ、乗り物、
呪文、生活などをイラストで紹
介します。

な
り
た
い
！
知
り
た
い
！
調
べ
た

い
！
人
命
救
助
の
プ
ロ（
全
４
巻
）

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
く
ら
ぶ　

著

　レスキュー隊の任務は、ズバ
リ人の命を助けること。消防、
海、山、ドクターヘリ、それぞ
れのスペシャリストについて紹
介されています。

廃
校
に
な
り
し
空
地
に
に
わ
と
り
の
つ
が
い
き
た
り
て
餌

を
拾
い
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

鴉
奴
が
不
吉
の
声
を
上
ぐ
る
か
ら
下
駄
つ
っ
か
け
て
叱
り

に
出
で
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

根
元
よ
り
出
で
た
る
枝
も
花
付
け
て
百
日
紅
は
庭
を
賑
わ

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

生
き
て
ゆ
か
ん
苦
し
み
に
似
て
水
溜
ま
り
ひ
と
つ
ひ
と
つ

た
し
か
め
て
越
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

帰
り
来
て
鍵
穴
さ
ぐ
る
闇
の
中
軒
の
燕
の
雛
に
も
の
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

丁
寧
に
畳
ま
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
母
の
遺
品
の
ひ
と
つ
と
な

れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

一
つ
火
に
飛
ぶ
は
寂
し
も
草
蛍
庭
の
生
垣
越
え
て
ゆ
き
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

竹
群
の
小
さ
き
朽
葉
が
空
中
に
翻

ひ
る
が
えり
つ
つ
雪
の
ご
と
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

窓
を
開
け
森
林
浴
と
霧
島
の
林
道
走
れ
ば
初
夏
の
香
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

「
眼
に
良
い
よ
」義い

も
う
と妹
が
く
れ
し
ふ
た
鉢
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
熟
実
は
美
味
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

来
年
の
命
を
思
は
ず
娘
ら
と
来
し
人
群
の
町
歩
行
器
と
行

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝
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第
５
回
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

リ
ア
北
薩
で
は
、
第
５
回
リ
サ

イ
ク
ル
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

施
設
の
仕
組
み
や
、
実
際
の
運

転
状
況
が
見
学
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
を
展
示
・
常
設
し
、
最
終
日

に
は
、
粗
大
ご
み
か
ら
修
理
再

生
さ
れ
た
自
転
車
や
家
具
な
ど

を
抽
選
で
差
し
上
げ
ま
す
。

○
展
示
期
日

　

８
月
１
日
（
木
）
～
23
日
（
金
）

　
（
土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁

　

４
月
19
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

選
挙
運
動
解
禁
に
係
る
公
職
選
挙

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
、
５
月
26
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

７
月
21
日
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
の

う
ち
一
定
の
も
の
が
解
禁
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
事
前
運
動
や
未
成
年

者
に
よ
る
選
挙
運
動
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
３
７

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

入
国
警
備
官
採
用
試
験
の
実
施

　

人
事
院
・
法
務
省
で
は
平
成
25

年
度
入
国
警
備
官
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
募
集
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

　
［
警
備
官
］

　

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

　

ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
人
お
よ
び
平
成
26
年
３

　

月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
の
人

　

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認

　

め
る
人　

　
［
警
備
官
（
社
会
人
）］

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に　

　

生
ま
れ
た
人

　
（
人
事
院
が
当
該
者
に
準
ず
る

　

と
認
め
る
人
）

○
申
込
受
付
期
間

　
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
］

　

７
月
23
日（
火
）～
８
月
１
日（
木
）

　
（
受
信
有
効
）

　
［
郵
送
］

　

７
月
23
日
（
火
）
～
31
日
（
水
）

　
（
消
印
有
効
）

○
試
験
日

　

９
月
29
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
仕
組
み

　

土
地
や
家
屋
を
購
入
し
た
り
、

家
屋
を
新
築
す
る
な
ど
し
て
不
動

産
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
取

得
し
た
不
動
産
が
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
県
へ
申
告
し
、
税

額
の
減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

［
要
件
］

・
住
宅
の
規
模

・
土
地
と
住
宅
の
取
得
時
期

・
災
害
な
ど
で
減
失
ま
た
は
損
壊

し
た
場
合　

な
ど

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
地
域
振

興
局
な
ど
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

　

毎
年
、
７
月
25
日
か
ら
の
一
週

間
は
、
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

週
間
で
す
。
今
年
度
か
ら
、
第
２

次
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
に
基
づ
く
新
た
な
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

鹿
児
島
の
豊
か
な
未
来
を
築
く
希

望
の
バ
ト
ン
で
す
。
あ
な
た
も
希

望
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

○
内
容

・
講
演
「Start up 

　
第
2
次
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

　

講
師　

武
隈　

晃
さ
ん

　
（
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
長
）

・
男
女
共
同
参
画living

学
講
座

・
絵
本
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
展
示

○
開
催
期
間

　

７
月
26
日
（
金
）
～
31
日
（
水
）

　
　
　
　
　

   

（
29
日
は
休
館
日)

　

○
会
場

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

○
参
加
料

　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
３

「
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
」

関
連
行
事
参
加
者
募
集

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制
度
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福
祉
・
保
健
医
療
職
場
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
一
般
の
人
や
来
春

大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
を
対

象
に
、
福
祉
・
保
健
医
療
職
場
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
鹿
児
島
市
与
次
郎
）

○
内
容

　

①
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
（
午
前
10
時
～
正
午
）

　

②
就
職
面
談
会

　
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　

※
仕
事
内
容
、
採
用
条
件
な
ど

　

に
つ
い
て
の
個
別
面
談

　

③
職
場
体
験
受
付
・
各
種
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

通
貨
・
証
券
な
ど
お
返
し
し
ま
す

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
の
引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
や
証
券
類
を
返
還
し
て
い
ま

す
。
返
還
す
る
の
は
次
の
通
り
で

す
。

・
終
戦
後
外
地
か
ら
の
引
揚
者
が

上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
、
証
券
な
ど
の

う
ち
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
の
半

数
以
上
は
返
還
の
申
し
出
が
な
く
、

現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
返
還
に
つ
い

て
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

　

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

営
む
中
小
企
業
の
進
行
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
人

た
ち
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。
建
設
業
を

営
む
事
業
主
が
加
入
で
き
、
建
設

現
場
で
働
く
労
働
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
掛
金
は
事
業
主
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

掛
金
の
一
部
は
国
が
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
建
退
共
支
部

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
鹿
児
島
支
部

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
９
２
１
６

使
っ
て
実
感
！
ネ
ッ
ト
で
申
告

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務

所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
（
①
所
得
税
や
贈
与
税
、
法

人
税
な
ど
、
②
全
て
の
国
税
の
納

税
、
③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求

な
ど
）
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署　

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

福
祉
・
介
護
医
療
職
場
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

風
水
害
や
震
災
、
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得

税
、
個
人
県
民
税
な
ど
）
の
減
免

や
期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
措
置
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
り
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
最
寄
り
の
地
域
振
興
局
な

ど
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

ス
ト
ッ
プ
水
難
・
転
落
事
故

　

こ
れ
か
ら
台
風
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
農
業
用
水
路
な
ど
で
の
水

難
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
冠
水
し
た
道
路
は
、

水
路
と
見
分
け
が
つ
か
ず
流
さ
れ

た
り
、
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

水
路
や
た
め
池
な
ど
に
、
子
ど
も

た
ち
が
近
づ
か
な
い
よ
う
、
地
域

で
の
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
農
地
整
備
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
３
２
５
３
）

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制
度
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↑稚魚の成長に願いを込めて放流する児童ら

本浦小がマダイの稚魚放流体験

　６月 28 日、本浦小学校（冨岡乃夫也校長）は全校
児童 38 人によるマダイの稚魚放流体験を行いました。
　本浦港で東町漁業協同組合や北薩地域振興局職員か
ら魚の成長について説明を受けた後、３隻の船に分か
れて沖合の放流個所に向かいました。およそ７㌢ほど
に成長した稚魚 11,000 匹あまりを、バケツから海に
放流したり、１匹ずつ手でつかんで放流したりする児
童もいました。６年の長岡拓海君は「命のつながりを
見ることができてよかった」と感動していました。

きくなぁれと声かけながら大

商工会の日ボランティア作業

ードミラー清掃で地域に貢献ロ
　長島町商工会は６月 10 日の「商工会の日」に
あわせて 13 日、役員および青年部員で町内のロー
ドミラー清掃を行いました。
　清掃は今回が初めての試みで、部員 24 人が参
加し、鷹巣本所、指江支所に分かれ、2 人１組と
なって実施しました。コケが生えて緑色がかった
り、潮の影響で白くなったミラーの表面を丁寧に
洗い落としました。この日は合計 150 本のロー
ドミラーを１時間ほどかけて清掃しました。
　堀元哲也青年部長は「清掃中、通りがかった集
落の人たちに喜ばれた。この活動が各店舗の売り
上げにもつながってほしい。今後も継続したい」
と抱負を話しました。↑清掃する商工会青年部員

人になったら飲みたいな大 本浦小 120 周年記念焼酎

　７月３日、本浦小学校（冨岡乃夫也校長）の児
童と保護者の代表が長島町役場を訪れ、川添健町
長に手づくりの焼酎をプレゼントしました。
　昨年度、創立 120 周年を迎えた同校は、記念
事業として記念焼酎の製作を企画。例年児童らが
栽培、収穫しているサツマイモを原料に、出水市
の酒造会社に醸造を依頼しました。6 月に出来上
がった焼酎瓶のラベルには、児童らが作った地域
の歌の歌詞を掲載し、全児童の思いを詰めて、銘
柄も曲名と同じ「だんだん！諸浦島」としました。
　６年の早﨑千紘さんは「本浦小学校の思いがい
っぱい詰まっているから、きっと優しい味がする
と思う。諸浦島以外の人にも飲んでほしい」と出
来栄えに満足した様子でした。

↓川添町長に焼酎が手渡されました
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←熱戦となった
会場内

自治公民館対抗ゲートボール大会

　町民の健康増進と健全な自治公民館づくりを目的
に、６月３日から９日にかけて第８回自治公民館対
抗ゲートボール大会が開催されました。
　大会には、25 の自治公民館から総勢 45 チームが
参加し、Ａ～Ｃのランク別に１次・２次予選を行い、
各ランクの上位で決勝大会を行いました。どの試合
も、予選から各チームがしのぎを削り、１打のミス
から逆転、再逆転と接戦が続出しました。Ａランク
では福ノ浦 A が２年ぶりの優勝を飾り、Ｂランク
は三船、Ｃランクは本浦 B が優勝しました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク

［優勝］福ノ浦 A［２位］塩追［３位］薄井
Ｂランク

［優勝］三船［２位］葛輪 A［３位］山中 A
Ｃランク

［優勝］本浦 B［２位］菅牟田 C［３位］浦底９班

ノ浦公民館 A が２年ぶり優勝福

↑川添町長へメッセージが伝達されました

少年の健全な成長を見守る青 「社会を明るくする運動」伝達・出発式

　毎年７月は「社会を明るくする運動」強化月間
です。この運動の啓発を図ろうと７月１日、長島
町役場で伝達式と出発式がありました。
　この日は、川添健町長へ出水保護区長島支部長
の豊田直俊さんが法務大臣から、同支部保護司の
荒川紘一さんは県知事から社会を明るくする運動
のメッセージ伝達を行いました。川添町長は「青
少年の健全な育成と保護に尽力され大変感謝して
いる」とあいさつ。豊田支部長は「これまでの活
動で犯罪は減少傾向にある。地域に根ざした活動
を今後も行いたい」と述べました。式後は、町内
を二手にわかれ街宣活動を行いました。

↑Ａランク優
勝の福ノ浦 A
チーム

れた巣の代用品は？壊 ザルの中でツバメが子育て

　川床上集落にある児玉製菓では、ツバメが一風変
わった巣の中で子育てをしています。
　駐車場の天井にある蛍光灯の傘にできた巣の中
で、４羽の子育て中だったツバメを見守っていた店
主の児玉浩一・さとみさん夫婦と母親の昭子さん。
６月のある日、巣が４羽の重みで地面に落下してい
るのを見つけ、浩一さんがすぐに近くにあったザル
で代用し、ひなごと元あった場所に取り付けました。
幸いひなにもケガはなく無事に巣立ち、取材時は２
回目の子育ての真っ最中でした。
　昭子さんは「毎年、巣を作るけど、巣が落ちたの
は初めて。無事に巣立ってよかった」と胸をなでお
ろしていました。

↓ひなにエサを与える親鳥
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（　）内は前月比

11,267(  -11)
  5,439(  -11)
  5,828(     0)
  4,447(     -5)

平成 25年 6月 30 日現在

◎問い合わせ先
　役場景観推進課景観係
　☎（86）1136［直通］

　

主
に
国
道
や
県
道
沿
い
な
ど
の
花
壇
を
管
理
し
、
本
町
の
花
に
よ

る
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
、
７
月
２
日
、
新
た
に
４
団
体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
認
定
さ
れ
た
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
68
号 　

㈱
共
和
ガ
ス
燃
料　

長
島
営
業
所

　
　
　
　
　

    

代
表　

門
前　

和
也

　
　
　
　

        

花
壇
名　

エ
コ
・
ガ
ス
・
ガ
ー
デ
ン

○
第
69
号　

長
島
福
祉
作
業
所
ぽ
ん
ぽ
こ
村

　
　
　
　

        

代
表　

大
堂　

和
枝

　
　
　
　

        

花
壇
名　

あ
か
る
く　

た
の
し
く　

の
ん
び
り
と

○
第
70
号　

な
が
し
ま
元
気
か
い

　
　
　
　

       

代
表　

垂
門　

和
志

　
　
　
　

       

花
壇
名　

元
気
か
い
ー

○
第
71
号　

浦
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　

       

代
表　

浦　

辰
子

　
　
　
　

       

花
壇
名　

優
花
園

景
観
協
定
認
定
団
体
新
た
に
４
団
体
を
認
定

↓新たに認定された団体の代表者ら

第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

商
工
会
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

　

第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、

長
島
町
商
工
会
（
古
田
義
富
会
長
）
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選

会
が
６
月
11
日
、商
工
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
の
期
間
に
併
せ
て
、
フ
ェ
ス
タ

会
場
の
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
や
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
ほ
か
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
沿
い
近
辺
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
加
盟
店
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
県
内
外
か
ら
約
７
０
０
件
の
応
募
が
あ

り
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
町
特
産
の
ア
オ
サ
や
バ
レ
イ
シ
ョ
の

ほ
か
、
赤
巻
き
や
島
内
限
定
焼
酎
「
島
娘
」
な
ど
２
千
円
相
当
が

１
０
０
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
田
会
長
は
「
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
長
島
を
訪
れ
て
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と
満
足
の
様
子
で
し

た
。　 特

産
品
を
１
０
０
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

↑古田会長らによる抽選の様子
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▽
広
報
係
に
な
っ
て
、
早
い
も
の

で
３
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
毎
月

広
報
発
行
日
に
は
、
朝
か
ら
ド
キ

ド
キ
で
す
。
業
者
か
ら
手
元
に
届

く
ま
で
「
記
事
は
大
丈
夫
か
な
？

写
真
は
見
に
く
く
な
い
か
な
？
」

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
業

務
に
集
中
で
き
ま
せ
ん
。
出
来
あ

が
っ
た
広
報
が
手
元
に
届
い
た

時
、
ド
キ
ド
キ
は
最
高
潮
で
す
。

決
し
て
納
得
の
い
く
出
来
栄
え
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

く
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
に

救
わ
れ
ま
す
。
感
謝
で
す
。
時
折

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
時
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
時
は
う
ま
れ
た

ば
か
り
の
長
男
と
妻
の
顔
を
思
い

出
し
ま
す
。（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

 ７ /２８ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

 ７/２９  ７/３０ １
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 ７/３１

３１

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○内山病院 73-1551
○吉井中央病院 62-3111
○橋口歯科医院 73-0508
□第二調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□本町薬局
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○鶴見医院 73-0553
○クリニックなかむら 62-0241
○白男川歯科医院 63-0009
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

○石沢歯科医院 84-4411

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○石沢歯科医院 84-4411

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○しみずこども医院 68-0633
○三慶医院 63-2333
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○スマイル歯科医院 75-3300
□タカラ調剤薬局 62-8813
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（浦底公民館）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　（獅子島）

（蔵之元公民館）
◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○いまむらクリニック 73-1700
○野田診療所 84-2023
○福原歯科医院 63-2501
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□市民調剤薬局 68-0150
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

◎結果説明会
（平尾老人憩いの家）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（火ノ浦公民館）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

（汐見公民館）
◎ラッコ教室

（保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！


